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ご挨拶 

令和６年５月５日を中心に行われた「児童福祉週間」の標語は、香川県のかとうともやすさん（６歳）が作

った、「すきなこと どんどんふやして おおきくなあれ」でした。子どもたちの持つ溢れんばかりの好奇心

が、心と体の成長の源であることを端的に表現した素晴らしい一句です。 

昨年行われたパリオリンピックのスケートボード競技で、日本代表の堀米優斗さんは、最終トリックで大技

を決め、大逆転で２大会連続金メダルを獲得するという偉業を成し遂げました。そんな堀米さんがスケートボ

ードを好きになったきっかけは、お父様に連れて行ってもらったスケートボード場で、大人たちが楽しくスケ

ートボードに興じる姿を見て「かっこいいな」と思ったことだそうです。子どもたちが「すきなこと」を見つ

けるためには、大人の関わりが重要であることを物語るエピソードです。 

「東京都八街学園職員倫理綱領」に、『子どもたちが（前略）さまざまな挑戦の中で成功も失敗もできる権

利の主体であることを尊重するとともに、一人ひとりが自ら選択、決定できるよう積極的に情報を提供し、自

己実現を支援します。（後略）』という文言があります。八街学園の職員は、この理念に基づき、日常生活はも

ちろんのこと、個別の外出や行事の開催、催し物への参加など、子どもたちの思いを汲みながら様々な経験の

場を作ってくれています。そのような職員たちの支援の積み重ねが、子どもたちの人格形成に深く寄与してい

くものと確信しております。また、催し物等に招いてくださる地域の皆様や各種団体の皆様には、この場を通

して深く御礼を申し上げます。 

子どもたちが「すきなこと」をたくさん見つけ、心も体も大きくなっていけるよう、これからも、「やって

みたい」という子どもたちの気持ちを受け止め、大人同士が協力しあいながら、全力で支援していきたいと思

います。                    

東京都八街学園 園長 財前仁 
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今年もハロウィンイベントを行いました。こ

ども達の仮装の様子なんかはスタッフブログ

を見ていただくとして… 

 今回は新たに、高校生のアルバイト体験を実

施しています。駄菓子屋さんが出張販売をし

てくれたお店に、イベントに参加したこども達

がお菓子を交換に来たのですが、高校生をそ

この店員として働かせてもらいました。駄菓

子屋さんのご厚意で、働いた分はちゃんと給

料も出してもらいました。 

さまざまな理由でアルバイトを始められて

いない高校生にとって、とても貴重な体験に

なったと思います。 

駄菓子屋アルバイト体験 



 

   

八街学園を退所した皆様へ 

 

学園を出て、一人暮らしをしたり、家庭に戻った

りなど様々な方がいらっしゃると思います。八街学

園はそんな退所者の皆さんに、アフターケアとして

ずっと関わっていき、何か手助けが出来れば、と思

っています。 

困ったことだけではなく、「話を聞いてほしい」、

「なんとなく電話してみただけ」、そのようなちょっ

としたことでも大歓迎です。 

もしかしたら、転勤や退職で知っている職員がい

ない、ということもあるかもしれません。そういう

ときは、アフターケアの 

担当職員もいます。みなさんの 

連絡を待っています。 

 

 

アフターケア担当：平井 若林 

 

 

 

12月に焼きいも大会を行いました。地域のイベントで

児童が沢山掘ってきてくれた焼き芋を数か月熟成させ、甘

くて美味しい焼き芋をいただきました。準備段階から火起

こしの手伝いをしてくれたり、焼き加減を見るといった名

目で味見（つまみ食い？）をしてくれた児童もいました。 

焼けた合図を出すと沢山の児童と職員が集まり、「あち

い！」「美味しい！」という声が聞かれ、みんなで楽しく賑

やかに、大きな焼き芋をいくつも頬張りました。焼き芋だ

けではなくバナナやリンゴといったお楽しみ焼フルーツも

あり、次はあれを焼いてみたいなと素敵なアイディアを出

し合う姿もありました。これからも素敵なアイディアを元

に、楽しいイベントを企画していきます。 

ブログの続きは 

こちらから♪ 

 

★フレンドホーム（家庭生活体験事業委託家庭）を募集し

ています。 

 八街学園で暮らしている児童の中には、夏休みや冬休

みなどに、自分の家庭に帰れない児童がおります。そこ

で、みなさまのご家庭に夏休みや冬休み、あるいは週末

などに、児童を家族の一員として招いてもらい、家庭生

活を体験させていただけるボランティアを募集していま

す。期間は１日から７日程度で、概ね３歳から１２歳まで

の児童が対象となります。 

★学習ボランティアを募集しています。 

小・中学生を対象に、個別あるいは、グループでの学習

をお手伝いして頂けるボランティアを募集しています。 

教育関係者・学生・および教育に関心をお持ちの方な

ど、是非ご連絡ください。 

★遊びを通じてのボランティア（小・中学生以下対象）を

募集しています。 

資格等は問いません。是非ご連絡ください。お待ちして

おります。          ボランティア担当：平井 若林 

 

 

 

 

今年もみんなお楽しみのクリスマス夕食会を実

施しました。 
各寮、飾り付けやクリスマスソングを流してク

リスマスパーティーの始まりです！！毎年恒例、

調理員さんが作った豪華メニューをお腹いっぱ

い食べたあとは、おまちかねのサンタさんからプ

レゼントを貰いました♪鈴の音も聞こえ、学園全

体がキラキラ賑やかな 1日となりました☆ 

もうすでに来年のクリスマスが楽しみです！！ 

 

 

クリスマス夕食会 


